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１．まえがき 

鋼コンクリート合成床版(以下，合成床版とする)は，鋼板または形鋼とコンクリートが一体となって荷重に

抵抗するように構成され，近年の橋梁の長寿命化要請に応える高耐久性床版である．現在まで合成床版は，大

きな損傷に関する報告などがないものの，防水層などの不測の損傷により床版内へ水が浸入した場合，他のコ

ンクリート床版と同様に耐久性の低下が懸念される． 

本研究は，合成床版におけるコンクリートの品質向上を図るために，コンクリート打設時のまだ固まらない

コンクリートの段階において，打音法による非破壊検査技術を用いて不十分な締固めなどによる空隙・ジャン

カを発見し，バイブレータなどを用いたコンクリートの再充填により空隙・ジャンカなくして健全なコンクリ

ートにする方法を試みた．本文は，その結果について述べるものである． 

２．研究目的と方法  

研究目的は，合成床版におけるコンクリートの品質向上を図るために，コンクリート打設時のまだ固まらな

いコンクリートの段階において，不十分な締固めなどに起因する空隙・ジャンカを発見するとともに，空隙・

ジャンカをなくする方法について検討することである．合成床版における空隙・ジャンカの位置を発見するた

めに打音検査装置を用い，また空隙・ジャンカをなくすためにバイブレータなどを用いた． 

具体的には合成床版の実物大供試体に 3 タイプの空隙・ジャンカを設置し，写真-1 に示すようにコンクリ

ート打設時に，写真-2 に示す打音検査装置を用いて，写真-3 に示すように床版下面において空隙・ジャンカ

部の底鋼板の表面をインパルスハンマで打撃したときに生じる打撃音を，フード付きマイクで収録した．収録

した打撃音は，LabVIEW を用いた波形処理プログラムにより波形分析して，まだ固まらないコンクリートの

空隙・ジャンカの位置を発見するために利用した． 

3 タイプの空隙・ジャンカは，十分に締め固められたコンクリートと比較するために，写真-4に示すように

コンクリートを打設して締固めをしないもの，骨材を番線とネットで覆ったもの，および，骨材を番線とネッ

トに加えてシートで覆ったものである．打音検査装置により，空隙・ジャンカなどが発見された場合には，写

真-1 に示すバイブレータなどを用いて，再度 5 秒間程度の締固めを行い，空隙・ジャンカをなくす方法につ

いて検討した． 
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３．研究結果とその考察 

合成床版の実物大供試体を用いたまだ固まらないコンクリートの品質管理に関する打音検査結果例として，

健全状態の波形，空隙・ジャンカ状態の波形，および，閾値を組み合わせて示したものを図-1 に示す．打撃

音の評価方法は，まず図-1a)に示す打撃力にて打撃音を基準化した波形の第１波目の振幅比の値に着目して判

断した．判断に迷う場合には，図-1b)に示す周波数分布における卓越したフーリエ振幅の最大値に着目して評

価した．これらの結果より，インパルスハンマで合成床版の底鋼板を叩くと，まだ固まっていないコンクリー

トにおいて空隙・ジャンカなどの締固め不十分な個所は，図-1 に示すように振幅比やフーリエ振幅の値が閾

値を超えることから発見できる．発見された空隙・ジャンカは，バイブレータなどを用いて再締固めを行うこ

とにより，写真-4a)，b)の空隙・ジャンカであれば，写真-5 に示すように空隙・ジャンカがなくなり健全な

コンクリートにできることがわかった． 

４．あとがき 

 今回は，底鋼板で覆われている合成床版におけるコンクリートの品質向上のために，まだ固まらないコンク

リートの段階で，打音法による非破壊検査技術で空隙・ジャンカを発見でき，バイブレータなどにより再締固

めできることを確認した．今後は，これらの技術を鋼板接着補強床版などにも適用していきたい． 
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a) 締固めしていないコンクリート 

写真-4 試験に用いた空隙･ジャンカ 

c) シートにより締固め不可能なもの 
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写真-5 バイブレータの再締固めにより空隙・ジャンカをなくした例 

a) コアの側面状況 b) コアの底面の状況 

ネット 

a) 打撃音の振幅比 b) 打撃音の周波数分布 

図-1 健全の値，空隙・ジャンカの値，および閾値を組み合わせた例 
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